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'15農業・農村フェスタIn赤れんが

退
職
後
に
家
庭
園
芸
を
楽
し
も
う
と
思
い
、

三
年
前

に
夜
間
の
園
芸
教
室
に

一
年
間
通
っ
た
。
そ
こ
で
知
り

合
っ
た
同
好
の
士
と
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
て
二

年
に
な
る
。
単
純
作
業
で
は
あ
る
が
闇
芸
は
奥
が
深
く
、

求
め
ら
れ
る
知
識
も
広
範
囲
で
あ
る
。
北
海
道
は
気
候

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
似
て
お
り
、
あ
ち
ら
の
園
芸
書
も
違

和
感
な
く
読
め
、
ま
た
参
考
に
な
る
部
分
が
多
い
。

カ
レ
ル
・
チ
ャ
ペ
ッ
ク
氏
の
園
芸
エ
ッ
セ
イ
に
て
ん
菜
の
記

述
が
あ
る
こ
と
に
目
が
と
ま

っ
た
。
氏
に
よ
れ
ば
チ
ェ
コ
の
秋

の
美
し
さ
は
て
ん
菜
で
あ
る
と
賛
美
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
は

耕
作
者
の
収
穫
作
業
に
よ
り
て
ん
菜
根
が
う
ず
た
か
く
積
み
上

げ
ら
れ
、
幾
何
学
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
な
っ
て
い
く
描
写
で
あ

る
。
彼
の
賛
美
し
て
い
る
美
し
さ
は
人
聞
が
自
然
に
働
き
か
け

作
り
上
げ
た
大
地
の
記
念
碑
な
の
で
あ
る
。
更
に
、
ほ
か
の
農

産
物
は
す
ぐ
に
市
場
・
消
費
者
に
向
か
っ
て
運
ば
れ
る
の
に
対

し
、
て
ん
菜
は
逆
方
向
の
耕
地
の
中
に
あ
る
工
場
ヘ
向
か

っ
て

大
量
の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

園
芸
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
軽
い
読
み
物
で
し
か
も
百
年
あ
ま
り

前
の
古
い
本
で
あ
る
が
、
現
代
に
も
通
じ
る
、
て
ん
菜
の
作
物

と
製
糖
工
場
の
特
徴
を
的
確
に
描
い
て
る
と
感
心
し
た
次
第
で

φ

め
ザ
@
。

さ
て
、
私
に
は
、
氏
の
よ
う
な
園
芸
に
対
す
る
深
い
理
解
や

審
美
眼
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
園
芸
の
楽
し
み
は
感
じ

る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
園
芸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
退
職

後
も
多
少
は
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

四
季
を
通
し
て
植
物
の
生
長
す
る
様
を
観
察
し
、
自
然
災
害

や
病
害
虫
発
生
に
対
し
て
適
切
な
管
理
を
行
う
。
こ
れ
ら
の
園

芸
作
業
は
、
て
ん
菜
生
産
に
お
け
る
も
の
と
相
似
で
あ
る
。
今

年
の
我
が
家
の
巨
峰
は
例
年
に
な
く
大
粒
で
甘
い
。
そ
の
葡
萄

を
食
べ
な
が
ら
「
今
年
の
て
ん
菜
は
高
収
量
で
高
糖
分
」
を
確

信
し
た
。

園
芸
を
楽
し
む
こ
と
で
、
て
ん
菜
を
思
い
、

へ
の
感
謝
の
念
が
芽
生
え
る
の
で
す
。

てんさい

関
係
者
の
皆
様

(
F
・
S
)
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第
5
田

高
晶
質
て
ん
菜
生
産
出
荷
共
励
会
の
開
催
に
つ
い
て

121号てん菜協会だより

は
じ
め
に

一
般
社
団
法
人
北
海
道
て
ん
菜
協
会
と

北
海
道
で
は
、
高
い
生
産
技
術
に
よ
り
高

品
質
て
ん
菜
を
生
産
出
荷
し
て
い
る
生
産

者
を
表
彰
し
、
そ
の
優
れ
た
取
組
を
他
の

生
産
者
や
関
係
者
に
広
く
周
知
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
輪
作
体
系
の
維
持
・
確
立
は

も
と
よ
り
、
作
付
面
積
が
減
少
し
て
い
る

て
ん
菜
の
生
産
振
興
と
て
ん
菜
生
産
者
の

作
付
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
関
係
者
の
協
力
の
下
、
平
成
お
年
度

よ
り
「
高
品
質
て
ん
菜
生
産
出
荷
共
励
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
幻
年
度
に
お
い
て
も
、
次
の
と
お

り
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平成27年10月15日

1
.

対
象
者

川
対
象
者
は
、
て
ん
菜
生
産
者

法
人
)
と
す
る
。

た
だ
し
、
既
受
賞
者
は
対
象
と
し
な
い
。

ω栽
培
方
法
に
よ
り
次
の

2
部
に
分
け
、

(
個
人
、

さ
ら
に
第
1
部
は

3
地
域
別
と
す
る
。

第
1
部
移
植
栽
培
(
十
勝
地
域
・
オ

ホ
l
ツ
ク
地
域
・
そ
の
他
地

域
)

※
(
移
植
+
直
播
)
生
産
者

も
含
む
も
の
と
す
る
。

第
2
部
直
播
栽
培
(
全
道
地
域
)

※
直
播
栽
培
の
み
の
生
産
者

と
す
る
。

ω共
励
会
対
象
者
の
最
低
作
付
面
積

第
1
部

移

植

栽

培

十
勝
地
域
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域

4
h
以
上

2
h
以
上

そ
の
他
地
域

直
播
栽
培

全
道
地
域

2.
共
励
項
目

・
生
産
実
績

.
安
定
生
産
・

安
定
供
給
へ
の
取
組

・
高
品
質
て
ん
菜
生
産
の
た
め
の
努
力

第
2
部

l
h
以
上 北

海
道
農
政
部
生
産
振
興
局
農
産
振
興
課

3.
審
査
・
表
彰
基
準

川
生
産
実
績

叩

a
当
た
り
糖
量
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

ω安
定
生
産
・
安
定
供
給
へ
の
取
組

作
付
面
積
の
維
持
・
拡
大
状
況
及
び
過

去
の
叩

a
当
た
り
糖
量
実
績
に
つ
い
て

評
価
す
る
。

ω高
品
質
て
ん
菜
生
産
の
た
め
の
努
力

土
w

つ
く
り
、
施
肥
、
栽
培
管
理
、
省
力

化
等
の
取
組
に
つ
い
て
評
価
す
る
。

4
.

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

川
平
成
部
年
1
月
上
旬

対
象
者
の
選
定
(
各
工
場
糖
量
等
上
位

者
)

ω平
成
お
年
1
月
中
旬

技
術
調
書
作
成
の
た
め
の
聞
き
取
り
調

査
実
施

ω平
成
初
年
2
月
上
旬

共
励
会
審
査
委
員
会
の
開
催

凶
平
成
お
年
2
月
中
旬

共
励
会
表
彰
式
の
開
催

協
会
の
普
及
啓
発
活
動

「
市
農
業
・
農
村
フ
工
ス
タ

加
赤
れ
ん
が
」
で
、

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
を
P
R

農
村
は
、
お
米
や
農
畜
産
物
を
生
産
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
美
し
い
景
観
や
雨
水

を
蓄
え
防
災
の
役
割
な
ど
大
切
な
働
き
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
消

費
者
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

叩
月

3
日

(
土
)
、
道
庁
赤
れ
ん
が
庁
舎
前
で
「
農

業
・
農
村
フ
ェ
ス
タ

-m
赤
れ
ん
が

2
0
1

5
」
が
開
催
さ
れ
、
当
協
会
も
農
畜
産
業

振
興
機
構
札
幌
事
務
所
と
協
賛
参
加
し
、

て
ん
菜
や
て
ん
菜
糖
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
P
R活
動
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

親
子
づ
れ
を
は
じ
め
観
光
客
等
約

一
万
人

の
入
場
者
が
あ
り
、
大
変
な
賑
わ
い
で
し

た
。P

R
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
て
ん
菜
の
実
物

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
千
切
り
に
し
て

味
見
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
お

し
る
こ
の
試
食
、
砂
糖
に
包
ま
れ
た
ド
ー

ナ
ツ
や
金
平
糖
の
提
供
、
「
て
ん
菜
は
日
本

で
は
北
海
道
だ
け
で
生
産
さ
れ
て
い
る
」

こ
と
や
「
砂
糖
は
、
体
・
脳
・
心
に
大
切



平成27年10月15日てん菜協会だよ り

な
食
品
で
あ
る
」
こ
と
を
説
明
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ

ト、

ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー
を
配

布
し
、
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
に
つ
い
て
の

P
Rを
行
い
ま
し
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
て
ん
菜
や
て
ん

菜
糖
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
行
い
、
正
解
者

に
は
糖
業
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
砂
糖
製
品

の
詰
め
合
わ
せ
を
贈
呈
し
大
変
喜
ん
で

い

た
だ
き
ま
し
た
。

て
ん
菜
は
、
北
海
道
畑
作
農
業
に
と
っ

て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
作
物
で

す
が
、
て
ん
菜
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
消

費
者
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

P
R
活
動
を

121号(3) 

展
開
し
て
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

'15農業・農村フェスタ m赤れんか、

「
士
別
ビ
l
ト
ま
つ
り
」
で

て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
を
P
R

て
ん
菜
や
製
糖
工
場
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
々
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
「
第
3
回
士
別
ビ

l
卜
ま
つ
り
」

が
6
月
初
日
(
日
)
、
士
別
市
な
ど
関
係
機

関
・
団
体
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
主

催
し
て
、
日
甜
士
別
製
糖
所
の
敷
地
内
で '15農業・農村フェスタ m赤れんが

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
協
会
も
、
協
賛
団
体
と
し
て
参
画
し
、

電
光
パ
ネ
ル
に
よ
る
砂
糖
が
出
来
る
ま
で

の
解
説
や
ド
ン
菓
子
の
提
供
、

P
R
資
料

を
配
付
す
る
な
ど
、
来
場
者
に
て
ん
菜
や

て
ん
菜
糖
の

P
R
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら

親
子
づ
れ
な
ど

3
千
人
ほ
ど
が
訪
れ
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
て
ん
菜
と

こ
れ
に
関
す
る
地
域
産
業
の
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
く
上
で
有
意
義
な
取
組

で
あ
り
、

他
の
地
域
で
も
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

予

t包
E司

「
北
海
道
の
う
ま
い
も
の
見
5
つ
け
た
l
」

ア
リ
才
札
幌
眉
で

平
成
幻
年
目
月
お
日
か
ら
日
月

1
日
ま

で
の

5
日
間
、

北
海
道
の
食
を

P
Rす
る

「北
海
道
の
う
ま
い
も
の
見

1
つ
け

た

!
」

が
ア
リ
オ
札
幌
屈
で
開
催
さ
れ
、
道
産
農

産
物
な
ど
の
販
売
の
他
、
パ
ネ
ル
展
示
等

が
行
わ
れ
ま
す
。

当
協
会
は
日
月
訂
日
と
日
月
1
日
の

2

日
間
、
て
ん
菜

・
て
ん
菜
糖
の
普
及
啓
発

と
し
て
北
海
道
農
政
部
・
独
立
行
政
法
人

農
畜
産
業
振
興
機
構
と
共
同
で

P
R
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー

等
の
配
布
を
行
い
ま
す
の
で
是
非
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

士別ビートまつり
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て
ん
菜
協
会
会
員
並
び
に
農
畜
産
業
振

興
機
構
の
在
札
関
係
者
に
よ
る
現
地
圃
場

調
査
を
、
十
勝
及
、
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
を

対
象
に
本
年
は

6
月
と

9
月
の

2
回
開
催

し
ま
し
た
。

てん菜協会だより

こ
の
う
ち

6
月
刊
、
口
日
の
調
査
で
は
、

面
積
の
確
保
状
況
、
定
植
、
直
播
播
種
な

ど
の
作
業
進
捗
状
況
、
初
期
生
育
状
況
、

病
害
虫
防
除
に
対
す
る
取
組
状
況
を
現
地

圃
場
で
確
認
し
ま
し
た
。

本
年
は
定
植
、
播
種
作
業
が
極
め
て
順

調
に
進
捗
し
、
活
着
や
発
芽
も
総
じ
て
良

好
で
、
初
期
生
育
は
良
好
で
あ
り
ま
し
た
。

霜
害
や
風
害
被
害
も
な
く
廃
耕
、
他
作
物

転
換
な
ど
も
僅
少
で
、
各
所
と
も
前
年
に

比
べ
作
付
面
積
は
増
加
す
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
発
生
の
拡
大
し
た
西
部
萎
黄
病
に

つ
い
て
は
、
各
所
と
も
冬
期
間
に
地
域
ぐ

る
み
で
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
越
冬
場
所
除
去

の
た
め
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
徹
底
し

た
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
定
植
直

前
の
薬
剤
苗
床
濯
注
に
つ
い
て
も
実
施
が

徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

2
回
目
の
調
査
は

9
月
1
、
2
日
に
行

い
ま
し
た
。
6
月
の
調
査
と
同

一
の
行
程

平成27年10月15日

で
、
病
害
虫
発
生
状
況
や
生
育
状
況
を
調

査
確
認
し
ま
し
た
。

病
害
虫
に
つ
い
て
は
各
所
と
も
関
係
機

関
に
よ
る
発
生
予
察
と
そ
れ
に
基
づ
い
た

防
除
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
褐
斑
病
に
つ
い
て
は
、
防
除
の
徹
底

と、

8
月
中
旬
以
降
、
気
温
が
低
め
に
経

過
し
た
こ
と
も
あ
り
、
初
期
病
斑
が
確
認

さ
れ
た
程
度
で
し
た
。

9
月
の
最
終
防
除

を
適
切
に
実
施
す
れ
ば
褐
斑
病
の
被
害
は

J ----

最
小
限
に
と
ど
ま
る
と
見
込
ま
れ
ま
し

た
。
西
部
萎
黄
病
は
冬
期
間
か
ら
の
地
域

ぐ
る
み
の
取
組
、
圃
場
で
の
防
除
の
徹
底

に
よ
り
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
黄
化
し
て
い
る

圃
場
は
あ
る
も
の
の
、
昨
年
よ
り
明
ら
か

に
発
生
量
が
少
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。参

加
者
一
同
、
本
年
の
地
域
ぐ
る
み
の

病
害
虫
防
除
の
成
果
を
実
感
い
た
し
ま
し

た
。各

所
と
も
健
全
な
茎
葉
で
、
圃
場
開
・

圃
場
内
格
差
の
少
な
い
均
一
な
生
育
状
況

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
収

量
並
び
に
糖
分
と
も
に
平
年
を
上
回
る
豊

作
が
期
待
で
き
る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

芽室町)調査風景 (9月1日

[(独)農畜産業振興機構からのお知らせ}

機構では、毎月発行するメールマガジンにより、畜産、野菜、砂糖・でん粉

に関する各種様々な情報のほか、それぞれの需給動向に関する最新のデータや

セミナーの開催情報などを、無料で、ご案内いたします。配信をご希望される

方は、機構ホームページ http://www.alic.go.jp/の「メールマガジン」からご登

銀をお願いいたします。
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(
平
成
U
年

8
月
初
日
現
在

北
海
道
農
政
部
農
産
振
興
課
発
表
)

平成27年産(見込) 参考:平成26年産(実績)
参考:

総合振興局・ 対前年比 参考:

振興局
作付面積

ha当たり
生産量 作付面積

ha当たり
生産量 作付面積

平均収量

収量 収量

ha t/ha t ha t/ha t % t/ha 

空気l 517.14 62.0 32，000 501.74 63目。 31，616 103 57.37 

石狩 1，043.43 61.0 63，600 953.86 63.3 60.330 109 57.82 

後志 1，323.37 59.0 78，100 1，256.89 61.5 77，314 105 55.09 

)J日振 1，599.89 60.5 96，800 1，538.95 63.3 97，362 104 57.27 

日高 51.91 54.0 2，800 44.95 60.6 2，723 115 53.03 

渡島 150.12 57.0 8，600 142.35 55.4 7，881 105 50.77 

檎 111 260.06 60.0 15，600 206.63 63.1 13，033 126 53.03 

上 川 3，619.15 62.0 225，200 3，547.05 61.9 219，590 102 56.03 

留萌 265.57 48.0 12，800 327.92 40.2 13，193 81 49.42 

宗谷

オホーツク 23，692.25 63.6 1，507，700 23，327.59 61.8 1，441，167 102 59.28 

十 11券 25，732.55 63.2 1，627，500 24，960.79 63.3 1，579，316 103 61.91 

銀11 路 296.98 56.6 16，800 300.55 56.4 16，939 99 54.94 

根室 129.80 50.1 6，500 124.57 50.2 6，250 104 47.62 

58.682.22 63.0 3，694，000 57，233.84 62.3 3，566，715 103 60.03 

121号(5) 

平
成
U
年
産
て
ん
菜
の
生
産
見
込

注・平均収量は、直近7か年のha当たり収量のうち最高、最低を除く5か年分の平均。

本
年
の
て
ん
菜
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

は
「
て
ん
菜
生
育
状
況
等
現
地
圃
場
調
査
」

の
項
で
記
述
し
た
と
お
り
、
春
作
業
や
初

期
生
育
は
、
近
年
に
な
い
順
調
な
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
に
は
雨
不
足
で

や
や
生
育
の
停
滞
す
る
地
帯
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
回
復
し
、
道
農
政
部
発
表
の

9
月
日
日
現
在
の
生
育
状
況
で
は
、
平
年

に
比
べ

5
日
早
い
生
育
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、

9
月
お
日
、
平
成
幻

年
産
て
ん
菜
の
生
産
見
込
数
量

(
8
月
初

日
現
在
)
が
、
道
農
政
部
生
産
振
興
局
農

産
振
興
課
か
ら
上
表
の
と
お
り
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

乙
れ
に
よ
り
ま
す
と
作
付
面
積
は

5

8
、

6
8
2
M
と
日
年
ぶ
り
に
前
年
を
上

回
り
、

h
当
た
り
収
量
見
込
み
は
平
年
並

び
に
前
年
を
上
回
る
臼
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
全
道
の
生
産
見
込
数
量

は、

3
6
9
万
4
、
0
0
0
ト
ン
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ
秋
ら
し
い
天
候
と
な
り
、

山
月
の
気
象
も
ほ
ぼ
平
年
並
み
と
予
報
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
昨
年
発
生
が
拡
大
し
た

西
部
萎
黄
病
も
今
年
は
大
幅
に
抑
制
さ

れ
、
褐
斑
病
の
発
生
も
少
な
い
な
ど
、
近

年
に
な
く
茎
葉
が
健
全
な
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
糖
分
の
上
昇
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

。 。。 。。 。。 。 。ι; (た「 (立第日(現協上 ん 「 糖 (自そ (企
10 北 10入 3 甜 10地会半(が '15 分 う 画
月」 月点回士月調役監期 10L._農 測 月験根 月調
31イ海 下検埋別 26有員 月賛事協業( 8 及病 1 整
日 べ 道 稼旬の費京量所日 て凪ま3 g -:- 9 装十日び抵十日専 行|1Z』3Z j ンう働 1実 1 ん 日 農月置勝 1西抗勝 l門

11 トま期糖施 幻 菜賓 加 村 24の 9 病撃黄 性 2部
月へい間分 日 受人 打理品 ブ日蝶撃川 オ日 輪オ日会 事 の

ァ 1fL7J3 も中沼u ~糖ヒ 1 ホ ホ 予動リ 日u 参のに官応 ( 渡し( スエ 25前 1 定 1 現地

オ 加見 23 10iEE 等川 タ司点ツ 現議ツ 思 定き
札屈|毘 j 回 月 γ 月ん・ 検ク地ク 等

実 タ 27 im ~;; 9 が ~f2. 28 管内 . 管内
つ施 l 日 係目前 調同調

) け~ ~ る) れ) 査予 査



(6) 

第
四
回

て

ん

菜

研

究

会

開

催

121号

7
月
日
日
、
札
幌
の
北
農
ピ
ル
に
お
い

て
第
日
間
て
ん
菜
研
究
会
(
技
術
研
究
発

表
会
・
定
例
総
会
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

技
術
研
究
発
表
会
で
は
、
分
野
別
に

ω

育
種
・
品
種
関
係
が

4
題、

ω栽
培
関
係

が
4
題
、
川
病
害
虫
関
係
が

4
題
、
の
計

ロ
課
題
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

定
例
総
会
で
は
、
平
成
部
年
度
事
業
報

告
、
平
成
幻
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
会
に
は
、
大
学
、
研
究
機
関
、
糖

業
、
資
材
等
の
メ
ー
カ
ー
、
生
産
者
団
体

な
ど
か
ら

1
1
0
名
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
盛
況
で
し
た
。

てん菜 協 会 だ よ り

-
技
術
研
究
発
表
課
題
及
び
発
表
者

1
.
海
外
で
育
成
さ
れ
た
維
持
系
統
に
お

け
る
新
規

r
f
1
ア
レ
ル
の
探
索

内
山
大
輔
(
北
海
道
大
学
大
学
院
)

2.

テ
ン
サ
イ

r
f
1
遺
伝
子
座
の
構
造

比
較
か
ら
見
た

r
f
1
多
様
化
機
構

上

幸
代
(
北
海
道
大
学
大
学
院
)

3.
春
化
処
理
後
の
高
温
に
よ
る
テ
ン
サ

イ
の
脱
春
化
の
評
価

黒
田
洋
輔
(
農
研
機
構
北
海
道
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
)

4.

て
ん
菜
春
化
処
理
苗
に
お
け
る
脱
春

化
に
つ
い
て

平成27年 10月15日

平
尾
浩
介
(
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組

合
連
合
会
)

5.
北
海
道
で
分
離
さ
れ
た
ビ
ー
ト
西
部

萎
黄
ウ
イ
ル
ス

(
B
W
Y
V
)
の
系

統
解
析

上
田
重
文
(
農
研
機
構
北
海
道
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
)

6.
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
状
況
に
関
す
る

簡
易
調
査
方
法
と
西
部
萎
黄
病
の
生

産
性
へ
の
影
響
に
つ
い
て

石
丸
純

一

(
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組

合
連
合
会
)

7.

テ
ン
サ
イ
の
収
穫
時
に
発
生
す
る
堀

残
し
株
と
そ
の
越
冬
性

高
橋
宙
之
(
農
研
機
構
北
海
道
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
)

8.
テ
ン
サ
イ
褐
斑
病
の
被
害
解
析
の
試

み池
谷
聡
(
道
総
研
北
見
農
業
試
験

場
)

9.
異
な
る
テ
ン
サ
イ
部
位
に
由
来
す
る

分
離
細
菌
叢
の
比
較

岡
崎
和
之
(
農
研
機
構
北
海
道
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
)

叩
.
テ
ン
サ
イ
移
植
栽
培
に
お
け
る
リ
ン

酸
施
肥
削
減
試
験
事
例
に
つ
い
て

石
井
岳
浩
(
北
海
道
糖
業
株
式
会
社
)

川
短
紙
筒
育
苗
に
お
け
る
品
種
及
び
育

苗
期
間
の
比
較

金
子
悠
子
(
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会

社
)

世
.
て
ん
菜
収
穫
・
輸
送
作
業
体
系
再
編

集
約
事
業
(
農
作
業
受
委
託
仲
介
シ

ス
テ
ム
確
立
も
目
指
し
)
に
つ
い
て

木
山
邦
樹
(
日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会

社
)

尚
、
発
表
要
旨
資
料
に
つ
い
て
は
、

N

P
O
法
人
グ
リ
ー
ン
テ
ク
ノ
パ
ク

(
o
l

-
-
2
1
0
1
4
4
7
7
)
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

発表状況
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臨ヨ置室盈彊E霊霊璽露軍司

ほ場管理の改善で、直播てんさいの収益性U.P! 

背景と目的

-直捕栽培により、省力・低コスト栽培が可能!
.直捕栽培による作付面積は拡大傾向!

(平成26年:10，1l4ha全道てんさい作付けの17.7%)

→直播栽培の安定化には、
どのようなほ場管理が必要?

→適正なほ場管理による経済性は?

直描栽培の単収は、
①低い(移植比15%減)
②不安定(年次問差が大)

→安定生産が課題!

平 9
成

21 

27 
収

t 

/ 5 
10 

~ 

3 

3 

|o糊腕 +醐 栽 培 企併用

579  
平成20年単収(t/l0a)

注1)表記した割合(%)値は、各単収水準における集計戸数に占める回答割合を示す。 注目プラウを用いた反転耕を実施していない。
注3)15MPa貫入式土壌硬度計による耕盤層の判定基準

単収に影響するほ場管理作業と経済効果(十勝A町)

※十勝Allll(32戸)における 「数量化 I類Jを援用した分析事例

低い←平均単収 (kg/10a)→高い

-200 。 200 
アイテム

播種 目の早晩 0.545 

堆肥の満足度 I 0.369 

地区 I 0.299 

心土破砕(秋期) I 0.280 

移植栽培との併用 I 0.180 

全道各地の産地での適用が可能です!

400 600 粗収益
(円/10a)

77，568 
88，115 
98.355 

播種目が調査対象経営
の平均(5/3)より、早いか
遅いかによって、単収差
1，151kg/lOa、粗収益
差 20，787円につながる
ことがわかります。

-同様の分析は、全道各地の産地で実施可能です
「改善指導法」として整理コ詳細は農業改良普及センターへ

お問合せは 道総研十勝農業試験場 干082-0081北海道河西郡芽室町新生南9線2番地

研究部生産システムグループ Tel0155-62-9828 tokachi-aari<alhro.or.io 
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対田酉

平成27年10月15日

てん菜

昨年発生が拡大した「てん菜西部萎黄病人今年は大幅に抑制されました。

来年に向けて、収穫後か§冬期間だからこそ効率的に出来る対策があります。

引き続き地域ぐるみで、取り組みましょう!!

-冬期間のハウス内でのアブラムシ生息場所・

てん菜育苗培土に発生した雑草ハウス内の雑草

アフラ&シ肱植細体が恕防れ喧11:ーできませゐ11
0てん菜の蓋葉部や掘り残しは土壌にしっかり埋め込む
O越さ5ハウス内などの収穫物残濯や雑草を徹底的に処分

(育苗土の堆積場所、農機具保管場所を富む)

1・11m-・1II1，.mm.mm.mlu.mm.nm'.Ullu.mm..llm.mll'.・111".'111"-411111目

平
成
幻
年
度

て
ん
菜
糖
業
者
操
業
開
始
日
程

北 糖 ホクレン 日 百i=t 聖者名

本 道 オ七 清 中 士 美 芽
製糖所

斜 ( 

別 南 ノ同】 水 里 別 4現室 工
場) 

10 10 10 10 10 10 10 10 操業
月 月 月 月 月 月 月 月
15 17 18 17 13 17 15 17 始開
日 日 日 13 日 日 日 日

日

w
-
-
E
E
園開・
・-
E

・
E

・-
-
-
E

・
E

・------==-




